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図3.4 道路復旧区間（上:被災状況、左：堆砂状況、右：擁壁被災状況） 
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４．参考資料４：越波流量の算定 

以下の条件について、越波流量を算定する。 

４－１ 検討条件 

４－１－１ 潮位 

本復旧完了時 ：T.P.+1.61m（H.H.W.L.） 

暫定時    ：T.P.+0.85m（H.W.L.） 

 

４－１－２ 波浪 

本復旧完了時 ：H0’ = 9.14m 

T0   = 12.8sec 

暫定時    ：H0’ = 8.18m 

T0   = 12.8sec 

 

４－１－３ 護岸設定水深 

暫定4車供用時の根固工下端高さに合わせ、 

T.P.+0.50m 

とする。 

 

４－１－４ 海底勾配 

既往測量結果より、  T = 1/20～1/30 → 1/20 

 

４－１－５ 護岸天端高 

T.P.+10.850m 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４－２ 越波流量の算定 

越波流量を算出する。なお、消波工を設定した場合の越波流量については、模型実験を実施

して把握することが望ましいが、遊水部付消波工を有する海岸の越波流量（実験）結果（「漁

港海岸事業・設計の手引」等参照）より、越波流量を0.1～0.5倍まで低減することができると

されており、これを参考とした。 

 

波浪 消波工 越波流量（m3/m・s） 判定 

有り 4.93×10-5～2.47×10-4 △ 

本復旧完了時 

無し 4.93×10-4 × 

有り 5.04×10-6～2.52×10-5 ○ 

暫定4車供用時 

無し 5.04×10-5 × 

※表内の判定は、許容越波流量を2×10-4m3/m・sとした場合のものである。 
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４－３ 概要 

 

 

 

 

 

 


